
中学校の社会科の先生方へ

今年の高校入試を分析したら、こんなことがわかりました！

合格者の社会の平均点は、５１.３点
歴史の大きな流れに関する問題の正答率が高い

正答率の低かった問題を見てみましょう！

＜地理的分野＞では…

● 日本企業の海外進出の背景を資料から考察する問題が、２５ .８％
→ 複数の資料を関連付け、判断し説明する力が不足

● 関東地方４都県の高齢化の背景について資料から考察し説明する問題が、３７ .８％
→ 複数の資料を関連付け、判断し説明する力が不足

さまざまな資料を手がかりに、地域的特色を考察し、自分の言葉で表現させる活

動を多く取り入れましょう！

＜歴史的分野＞では…

● 日英同盟を結んだ理由について、資料を基に考察し説明する問題が、４２ .５％
→ 複数の資料を関連付け、判断し説明する力が不足

さまざまな資料を関連付け、歴史的事象の意味や背景を考察し、自分の言葉で表

現させる活動を多く取り入れましょう！

＜公民的分野＞では…

● 「公正」と「効率」の考え方を具体的事例を通して説明する問題が、３２ .７％
→ 現代社会をとらえる見方や考え方を活用し、具体例を説明する力が不足

● 「大きな政府」と「小さな政府」の考え方を具体的事例を基に考察し、判断する問

題が、１７ .２％
→ 複数の資料を関連付け、判断し説明する力が不足

現代社会をとらえる見方や考え方を活用し、具体的・体験的事例を考察する場面

を授業の中でも取り入れましょう！

日々の授業が変われば、生徒の学力は身に付きます！

くわしい分析は、学力検査問題と報告書を見てくださいね！


